
Ｄ－ＳＴＡＲの使い方と楽しみ方
～実用化実験に参加して～

７Ｌ１ＦＦＮ／２ 磯直行

ＪＯ２ＭＬＣ 村井 千鶴

２００４年８月２１日
ハムフェア２００４ イベントコーナー

２エリアＤ－ＳＴＡＲ協議会



Ｄ－ＳＴＡＲ とは

Digital Smart Technology for Amateur Radioの略

総務省（当時郵政省）からアマチュア無線のデジタル
化のため，JARLとJAIAで規格化

JARL次世代通信委員会にて検討

関東，東海，関西にデジタルレピータを設置

2004 年5月から公募ユーザによる実用化実験開始

R



2エリアD-STAR協議会
2エリア（東海地方）におけるＤ－ＳＴ ＡＲ計画に関す
る企画・調整するＪＡＲＬ東海地方本部内設置組織

2003年2月から活動を開始

実用化実験用レピータ開設準備から運用まで

初心者向け使い方指導，実験サポート

レピータ管理団体，東海地方本部役員等で構成



Ｄ－ＳＴＡＲでできること

これまでのアナログ音声（ＦＭ）だけでなく，

デジタルモード（音声，データ）も通信可能

→マルチメディア通信ができる

デジタルレピータを利用することで，直接通信できな
いエリアだけでなく，インターネットを介したゾーン間
通信も可能

→電波が到達しないエリアとも通信ができる

インターネットと同じ通信手順（プロトコル）を使用し
ているので，Ｄ－ＳＴＡＲでも同じプログラムを動作さ
せることが可能

→新たにソフトウェアを用意する必要がない



Ｄ－ＳＴＡＲ運用イメージ

モードとして，「アナログ音声（ＦＭ）」に加えて

「デジタル音声（ＤＶ）」，「デジタルデータ（ＤＤ）」が可能

もちろん直接通信も可能



Ｄ－ＳＴＡＲ運用イメージ

デジタルレピータ局を利用することにより，

ＤＶ，ＤＤモードの中継通信が可能 →見通し外通信が可能

レピータ局

レピータ局
レピータ局

レピータ局



レピータ間をアシスト局が中継することで，

レピータ間中継が可能 →レピータサービスエリア外とも通信可能

Ｄ－ＳＴＡＲ運用イメージ

アシスト局

アシスト局
アシスト局

アシスト局



各ゾーンに設置したゲートウェイ局間をインターネットで
接続することにより，ゾーン間通信が可能

→デジタルゾーン外とも通信可能

ゲートウェイ局

ゲートウェイ局

Ｄ－ＳＴＡＲ運用イメージ

ゾーン１ ゾーン２



Ｄ－ＳＴＡＲの整備状況



Ｄ－ＳＴＡＲの使い方（ＤＶモード）

ＤＶ（デジタル音声）モード（直接交信）

ＭＹ：７Ｌ１ＦＦＮ
イベントコーナー

ＵＲ：ＪＱ１ＹＦＥ
名古屋デジタル通信懇談会（ＮＤＣ）

クラブブース

ＤＶモード

・距離を感じさせない音質
・音声データ転送速度４．８ｋｂｐｓ
・ＦＭより狭い占有帯域幅 （6kHz）
・送信元，送信先のコールサインを
表示可能
・不特定呼出しは相手局に
「ＣＱＣＱＣＱ」を指定
・簡易データ転送も可能

ＦＭとＤＶの違い
伝送遅れ
ＤＶモードをＦＭで聞くと…

例：
コントローラの起動



Ｄ－ＳＴＡＲの使い方（ＤＶモード）

レピータ使用ＤＶ（デジタル音声）モード

ＭＹ：７Ｌ１ＦＦＮ ＵＲ：ＪＱ１ＹＦＥ

ＤＶモード

・使用するレピータのコールサインを１つ指定
（知らなくてもＰＴＴ ＯＮで自動設定されます）
・-20ＭＨｚシフトアクセス

ＤＶモード

ＲＰＴ１：ＪＰ２ＹＧＥ
レピータ



Ｄ－ＳＴＡＲの使い方（ＤＶモード）

レピータ２局使用ＤＶ（デジタル音声）モード

（ゾーン内アシスト中継）

ＭＹ：７Ｌ１ＦＦＮ ＵＲ：ＪＱ１ＹＦＥ

ＤＶモード

・使用するレピータのコールサインを２つ指定
アップリンクレピータ
ダウンリンクレピータ

・-20ＭＨｚシフトアクセス

ＤＶモード

ＲＰＴ１：ＪＰ２ＹＧＧ
アップリンクレピータ

ＲＰＴ２：ＪＰ２ＹＧＥ
ダウンリンクレピータ

１０ＧＨｚ
アシスト中継



Ｄ－ＳＴＡＲの使い方（ＤＶモード）
レピータ２局使用ＤＶ（デジタル音声）モード

（インターネット中継によるゾーン外通信）

ＭＹ：７Ｌ１ＦＦＮ ＵＲ：ＪＱ１ＹＦＥ

ＤＶモード

・コールサインを３つ指定
アップリンクレピータ
ゲートウェイレピータ
相手局のコールサイン

・不特定呼出は，相手局のコールサインに
／付きダウンリンクレピータのコールサインを指定
（上記の例では 「／ＪＰ１ＹＩＵ」）
・ゾーン外通信を行うためには，ＪＡＲＬの管理サーバへの登録が必要で，
ＤＤモードの場合はあらかじめＩＰアドレスの付与を受ける必要があります．

ＤＶモード

ＲＰＴ２：ＪＰ２ＹＧＥ Ｇ
レピータ２
ゲートウェイレピータ

ＪＰ１ＹＩＵ
ダウンリンクレピータ
（指定の必要なし）

インターネット
１０ＧＨｚ
アシスト中継ＲＰＴ１：

ＪＰ２ＹＧＧ
アップリンクレピータ



Ｄ－ＳＴＡＲの使い方（ＤＤモード）

ＤＤ（デジタルデータ）モード（直接交信）

ＭＹ：７Ｌ１ＦＦＮ
イベントコーナー

ＵＲ：ＪＩ２ＺＵＹ
名古屋デジタル通信懇談会（ＮＤＣ）

クラブブース
（Ｗｅｂカメラが設置されています）

ＤＤモード

・無線ＬＡＮというより無線ＷＡＮ
・データ転送速度 １２８ｋｂｐｓ
・占有帯域幅 １５０kHz
・プロトコルはＴＣＰ／ＩＰ
・ＩＰアドレスはＰＣに設定

レピータ，インターネット中継もＤＶと同様に可能
（ただし，同一周波数のシンプレックス通信です）



Ｄ－ＳＴＡＲの使い方（ＤＤモード）

ＤＤ（デジタルデータ）モード（インターネットへの接続）

ＭＹ：７Ｌ１ＦＦＮ

ＤＶモード

・コールサインを３つ指定
アップリンクレピータ
ゲートウェイレピータ
インターネットゲートウェイ局のコールサイン

ＲＰＴ２：ＪＰ２ＹＧＥ Ｇ
ゲートウェイレピータ

ＵＲ：ＪＰ２ＹＧＥ
インターネットゲートウェイ

インターネット
１０ＧＨｚ
アシスト中継ＲＰＴ１：

ＪＰ２ＹＧＧ
アップリンクレピータ

インターネット上の
ホームページ等

Ｄ－ＳＴＡＲレピータにアクセスできるなら，どこからでもインターネット接続可能
→移動運用時のインターネット利用（パケットクラスタ，コンテスト等）



ハムフェアにおける
Ｄ－ＳＴＡＲのデモについて

ＪＡＲＬ技術研究所ブース

実用化実験の報告とデモが１時間に１回程度

行われます

名古屋デジタル通信懇談会（ＮＤＣ）

クラブブース（Ｃ－０６３）

時間が許す限り，常時デモと説明を行って

います．実運用も可能です

ぜひ，各ブースへお立ち寄りください



Ｄ－ＳＴＡＲ実用化実験

２００４年５月，関東，東海，関西で実験説明会を実
施し，公募により参加者を募集．

実験参加者には，ＪＡＩＡから実験用無線機を貸出し

各自テーマを決めて実験を開始
ロールコール，コンテスト，移動運用，伝播調査，トランスバータ利用，

長距離伝播，ＤＸクラスタ構築等

Ｄ－ＳＴＡＲによるアマチュア無線の新しい利用方法
を模索

７月に中間報告会を開催

ハムフェアがひとまずの結果報告の場

名古屋市守山区在住のＪＯ２ＭＬＣ村井さんの例



今後のＤ－ＳＴＡＲの楽しみ方
実用化実験は９月まで継続

各社からＤ－ＳＴＡＲ規格準拠の無線機がまもなく発売

デジタルレピータの公募もまもなく開始

多様な使い方に対するネットワーク管理方法について
今後検討が必要

デジタル通信は無限の可能性

音声をはじめ，静止画，ビデオ等のマルチメディア通信が可能

はじめてみませんか？Ｄ－ＳＴＡＲ！

Ｄ－ＳＴＡＲについての詳細は，ＪＡＲＬ技術研究所，ＪＡＲＬ次世代通信委員会，

２エリアＤ－ＳＴＡＲ協議会，名古屋デジタル通信懇談会（ＮＤＣ）等にお尋ねください．

いずれも，ＪＡＲＬ Ｄ－ＳＴＡＲホームページからアクセス可能と思います．


